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背景と本発表の狙い 
　演者は社会開発のコンサルタント。1973年からすべてのヒトが幸せであり続ける地球の 
体現を目標に活動中。たった一つの行動原理、principle、を明らかにし、それを原点とす 
る認知モデルを確立。これを社会開発のPlanningと実践および、そのコミュニケーション 
ツール「私と同じように考えられる量子人工知能」に適用している。この事業は次の日本 
社会の２つの課題を解決する。 

１ 現代の多くの日本人は自ら課題を設定し、それを解決した体験がないまま、成人して就
職する。会社員になると仕事のことで頭が一杯になり未来を考える余裕がなくなる。 
２ 1990年代、豊かな社会からバブルの崩壊を経験。30年後、子供食堂が乱立する社会に
なった。この間、民営化、規制緩和、社会保障の削減により国民は貧乏になり社会的共通 
資本は海外の投資家に切り売りされた。 

日本がこうなった原因は（拝米主義, 国債は国民の借金であるという嘘）。事実が隠蔽さ 
れ、国民が我慢を続けて状況は悪化。次世代の日本人が今以上に困窮する社会になってい 
る。この課題を共有し、国民一人一人が解決行動に向けて「我慢ではなく上手く表現する 
認知モデル」を開発する。それぞれ独自のやり方で。そのenabler（それを可能にするモ
ノ）が、生徒にエコシステムを提供する教師の育成。 
　日米関係が変わることにより段階的に人類の課題を解決する。そのenablerは世界を飲
み込む人財（倫理, 道徳, 万能）。この人財を育成する活動の加速することが発表の目的。 

認知モデルと共育カリキュラム 
　認知モデルを２つの公式で示す。 
Principle＜意識＜認知＜知能＜身体（１） 
意識＝principleの乗り物（１）ー２ 
身体＝（個物身体, 共同体身体）（１）ー５、（２）ー４ 
＜：左辺から右辺が導き出された、右辺は左辺の写像 

主体＝（自己, 認知, 身体）（２） 
主体＝原点から到達場まで情報処理を続ける機能構造体（２）ー１ 



自己＝principle（２）ー２ 

すべてのヒトは独自の身体を持ち、誰一人として私と同じ世界に住んでいない。 

　本カリキュラムは私が1973年から実践を重ねて、予測誤差を最小化してきた主観から導 
き出した。私の認知モデルの成果物。以下に示すのは枠組み、実践に際し、実践者と私と 
の認知モデルの差分を吸収した新たな枠組みを創る。これは、教師と生徒との間にも起き 
ている。教師の評価ではなく生徒の自己評価を尊重する。 
マスターの指標は感覚（原理の中で原理を操る, 高まる初動の質）と真ん中を射抜く行 
動。トレーニングは新たな出会いを機会とした（自己省察, メタ認知）。生徒自身が夢中 
になって取り組んでいる場での新たな出会いが最も効果的である。 

我慢（表現に蓋をする）ではなく上手く表現（真ん中を射抜く自己開示）する認知モデル 
は次の通り。 

我慢の前に（自己のゆらぎ, 自己の対称性の破れ）がある。→ これを自己認知する。→ 
我慢の後、上手く表現できるまでに、自己開示がある。→ この時の自己開示は必ずしも 
発話ではない。このサインを見落とさない。→ 自己開示を続けて上手く表現できた。→ 
これを自己認知する。 

教師は生徒同士が共通目的を持ち、お互いに自己開示をしながら、それを果たせる協働作 
業となるように支援する。協働作業はお互いに（自己省察, メタ認知）の機会を提供す 
る。この共育場を機能させるには、個別具体的な「生徒と教師の共通目的の合意」が有 
効。 

今後の活動 
　共育カリキュラムの普及。まず、教師が上手く表現できるようになる。そうすれば、自 
然と生徒は上手く表現できるようになる。結果、認知モデルを自分の言葉で語れるヒトが 
増える。並行して、教師に限らず人財育成の専門家と繋がり、広島県三原市で生まれ育っ 
たヒトが三原で事業を始められる未来を創る。この未来を創るために講義「究極の意思決 
定論」を実践する。


